
◆『Intelligence』購読会員の皆さまへ：ニューズ・レターNo. 53（2018 年 4 月号）◆ 

 

 5 月の大型連休も過ぎ、梅雨入り前のさわやかな初夏の陽気をひととき迎える時期となり

ました。会員の皆さまにおかれましてはお変わりなくお過ごしでしょうか。新聞紙面では責

任ある立場に就く者の不祥事や軽はずみな言動が日々報じられておりますが、こうした事

態が最終的には建設的な変化の兆しとなることを願ってやみません。さて、『Intelligence』

最新号となる第 18 号は皆さまのお手元に届きましたでしょうか。特集「〈貫戦期〉の日中

映画」は、1 月に開催した国際シンポジウムの企画を発展させております。ぜひご高覧下さ

い。次号の投稿原稿も募集しております。締め切りは、毎年 9 月末です。投稿をご予定の方

は、事務局まであらかじめご連絡頂ければ幸いです。ご愛読の会員の皆さまには、ニューズ・

レターとともに『Intelligence』会員専用ウェブサイト http://www.bunsei.co.jp/ja/intellige

nceuser.html また、会員向けブログとあわせてご覧いただければ幸いです。皆さまからのご

意見、ご要望をお待ちしております。 

 

【ブログ用エッセイ募集】会員向けブログでのエッセイは、お楽しみ頂いていますでしょう

か。現在第 24 回の芝田正夫さんのエッセイまでネットでご覧頂けるようになっています。

いろいろな方の研究上の興味深い逸話をご執筆いただいております。このブログのエッセ

イの執筆希望者を、講読会員の中から募っております。研究関する小話やヒント、資料紹介

などを会員向けブログに掲載なさりたい方は、お原稿をお待ちしております。原稿の長さは

千字程度、写真を二葉そえてご提出下さい。詳しいことは、事務局までご連絡下さい。 

 

【第 118 回研究会】（4 月 28 日、土曜日、14：30-17：30） 

・佐々木太郎（皇學館大学非常勤講師）「影響力行使者の概念について」 

「スパイとは何か」については、研究者の間で概念規定をめぐって混乱があり、実務者の

間においても曖昧に用いられているとの問題意識から、本報告では「影響力行使者」（エー

ジェント）の概念についてのご発表でした。著書『革命のインテリジェンス』（2016）が、

具体的に、ソ連が影響力工作を戦間期から 1940 年代半ばに世界各地で展開した事例を紹介

しているのに対し、今回は、それらを抽象化したモデルとして、「自覚的影響力行使協力者」

「自覚的影響力行使接触者」「無自覚的影響力行使協力者」の 3 類型を紹介、報告して頂き

ました。 

・鈴木貴宇（東邦大学理学部准教授）「戦後銀行労働運動における機関誌と文化運動：『ひろ

ば』を事例として」 

全銀連（全国銀行従業員組合連合会）から銀行労働研究会に引き継がれ 1000 号を越える

歴史を持つ機関誌『ひろば』（1950 年創刊）を事例に、戦後における中間層の文化、女性

銀行員の声、サークル運動、投稿詩の分析などの考察が展開されました。鈴木氏は現在『ひ

ろば』の復刻刊行を手がけているが、同誌編集に携わった志賀寛子さんも当日は会場にお運

びになり、貴重な証言をして頂きました。 

・原田健一（新潟大学人文学部）「占領とプロパガンダ－木村伊兵衛の上海･南京･東京」 

 1930 年代という戦時体制下に発展したフォト・ジャーナリズムが内包する「報道」と「プ

ロパガンダ」の境界について、戦前から活躍した木村伊兵衛の写真に現れる「リアリズム」

の特徴を抽出することで分析を試みたご発表でした。戦時下の上海を撮影した木村の報道

写真には、「勝者」と「敗者」、「占領するもの/されるもの」という時代的な文脈も反映

していること、またそれが占領期の東京を対象とした写真にまで変奏されることなどが指

摘されました。 

 



【NPO 法人インテリジェンス研究所よりお知らせ】 

第 22 回諜報研究会では特集「日本をめぐるＩＢＭのインテリジェンス事件」とあわせて

「千代田区九段周辺を巡るインテリジェンス・ツアー：陸軍中野学校の原点を見る」（解説：

正田浩由）を行ないます。集合場所などの詳細は http://www.npointelligence.com/をご覧下

さい。皆さまのご参加をお待ちしております。 

 

●6 月以降の 20 世紀メディア研究会の開催予定は、6 月 9 日（土）、7 月 28 日(土)、9 月 2

2 日(土)に予定しております。研究会でのご報告御希望の方は、20 世紀メディア研究所事務

所 m20th@list.waseda.jp まで、メールにてご一報下さい。 

 

【「希望」とは何かということ：占領期の写真から】 

「初恋とはナンゾヤ」。占領期の東京風景を撮影した林忠彦の一枚「焼け跡の母子」に現

れる問いかけだ。1947 年の高田馬場で撮影されたその写真には、乳飲み子を背中に抱えた

まだ若い母親と、空襲で破壊された建造物の瓦礫がうつされている。冒頭の問いかけは、そ

の瓦礫にペンキで殴り書きされたものだ。7 月末まで六本木の写真歴史博物館で開催されて

いる展示「昭和が生んだ写真・怪物 時代を語る林忠彦の仕事」（フジフィルムスクエア写

真歴史博物館、7 月 31 日まで：http://fujifilmsquare.jp/detail/18040104.html）をたまたま

観た際、このよく知られた一枚の前で足が止まった。「～とは何か」といった大仰な問いは、

得てして空論で終始しがちなものだが、林のこの写真が持つ不思議な迫力は何に起因する

のだろう。恋の甘美さとは対極にある占領期の風景が、逆説的に人間は他者を恋うる存在で

あることを際立たせ、その時間を奪われた若い母親の佇まいが「戦争」の残酷さを見る者に

伝えるからだろうか。こんなことを考えたのは、この半年の間に続けて二人から「希望とは

何だと思いますか」と聞かれためだ。戦後の労働運動を調べる過程でのことである。ストレ

ートな問いに意表を衝かれ、どう答えたものかと言葉を探す私に、一人の方はこう答えた。

「希望というのは、未来や将来を設計できるということですよ」。もう一人の方は「人間は

夢を見ないと生きていけない、希望もそういうことです」と言った。どちらの問いかけにも、

古人いわく……と知識で答えようとした自分に気づき、その生硬さに恥じ入ったが、お二人

とも「いま/ここ」の先に広がる時間を感じることができるかどうか、を「希望」の要素に

している点は共通している。となると、「希望」とは「私はこれからも生きていくことがで

きる/生きたい」という感覚に集約するのだろうか。問題は、「生きる希望」を人は一人で

は持ち得ないことだ。「希望とは絶望を分かち合うこと」、これは脳性麻痺を患いながらも、

小児科医となった方の言葉だ。おそらく、ここで言われる「分かち合い」は、微温的な「絆」

などではなく、相手の抱える孤独を尊重したうえで、寄り添おうとする意志の表現でもある

だろう。敗戦直後の荒廃した風景を撮影した写真群に「希望」を透かし見るのは、絶望をく

ぐり抜け、これからどう生きるのか、どのような社会にしたいのかといった、生き延びた

人々が見せる「未来」への視線もまた写り込んでいるゆえかも知れない。 

［文責：鈴木貴宇 2018 年 5 月 12 日］ 

 


